
 

自己評価結果公表シート 

２０２１年度 

 明星中学校・高等学校 
 

１．学校の教育目標 

建学の精神「和の精神のもと、世界に貢献する人を育成する」を教育目標とし、グローバル時代・高度情報化時代

に対応した「活躍力」を一人ひとりの生徒に身につけさせる。中学校は「手塩にかけた指導」、高等学校は「自律心を

持った自立した生徒の育成」を教育の特徴とする。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した 

学校評価の具体的な目標や計画 

（１）教育イノベーションの推進（一貫 1年・高校１．2年）・教育の質の変化 

       ①一貫 1年、高校 1年の・２年のコース別指導の徹底 

      ②MGS の成績向上（特に特別選抜クラスと SMGS奨学生） 

      ③高度情報化・グローバル化教育の推進 

      ④新しいフェーズの語学教育・理数教育・ICT教育 

      ⑤SDGｓに重きをおいた教科教育と体験教育 

（２）大学進学実績の向上 

     ①高校３年生の進路指導実績向上（GMARCH１００・早慶上理２０） 

     ②中学１年～高校２年までの学年主導の進路指導・教科指導と GTZ成績向上 

（３）小中高大進学継続への積極的取組（小中継続率 70％、中高継続率 90％） 

（４）SDGs推進校としての取組の成果 

（５）人と組織の成長 

     ①組織力・教師の教師力／人間力／教科指導力の向上 

     ②教師の質の向上 

（６）入学広報戦略の転換と入学者目標達成 

     ①高校 2022 への対応（MGS94／本科 280） 

     ②中学 2022 への対応（特別選抜 28／本科 140） 

（７）新型コロナウイルス対策 

     ①感染症対策と迅速な措置 

     ②ICT利活用等も含めた学校教育活動の維持 

     ③生徒・保護者の支持 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．評価項目の達成及び取組状況 

 
 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 
 

 

◎「３．４．」の評価結果の表示方法 

Ａ 十分達成されている 

Ｂ 達成されている 

Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない 

Ｄ 取組が不十分である 

 

５．今後取り組むべき課題 

 
 

 

 

 

結果

① A

② A

③ B

④ B

⑤ A

① A

② C

小中 C

中高 A

高大 C

A

① B

② B

① A

② C

① A

② A

③ A 授業アンケートの肯定率が高い（資料５）

（７）新型コロナウイルス感染症対策

（６）入学広報戦略の転換と

　　　入学者目標達成

MGS104（目標94）本科299（目標280）

入学者141（目標168）

危機管理対策管理本部決定事項の完全履行

学校・学年・学級閉鎖及び感染者当自宅待機者へのリモート授業

早慶上理ICU26（目標20）GMARCH117（目標100）

過回対比が横ばいか下降傾向（資料2）

小中継続率60％（目標70％）

高大進学85人（目標100人）

（２）大学進学実績の向上

（３）小中校大進学継続への積極的取組 中高継続率94％（目標90％）

校内プラスチック製品の削減／生徒の積極的な取組（資料３）

授業アンケートの肯定率が高い（資料４）

授業アンケートの肯定率が高い（資料４）

（４）SDGｓ推進校としてお取組の成果

（５）人と組織の成長

理由

学年シラバス作成と運用／授業アンケートの肯定率（資料１）

進研模試GTZのS～A層の成績向上

評価項目

（１）教育イノベーションの推進

　　　教育の質の変化

　　　（一貫1年・高校１～２年）

iPAD利活用の徹底／オンライン英会話／リモートYA

外部資源を試行錯誤的に利活用し課題解決は次年度以降

各教科・各学年積極的に取り入れている

評価 理由

A
コロナ禍にも拘わらず、感染防止及び可能な限りの学校教育活動を維持できており、課題が

残る項目もあるが、多くの項目で達成度が高い。

新型コロナウイルス感染症対策（継続課題）的確な状況判断と迅速な対応

大学進学実績の向上（継続課題） 本科とMGSの進路体制分割、明星大学との高大接続の充実の深化

教師力・指導力向上（継続課題） ミッションに沿ったアサインメントシート作成と管理職との個別面談等の実施

SDGｓ推進教育及び地域創成貢献 学校全体の取組と学年・教科とのコラボレーション、生徒の巻き込み具体策

ポストコロナのグローバル教育 新視点でのグローバル教育の再構築

小中継続率のアップ 小学校との連携強化／新しい打ち手のトライ

中高一貫コースの入学生確保 入学広報戦略の見直し、戦術の見直し

中高一貫教育の推進（継続課題） 教育効果の高い指導方法の研究と実行／1年・2年の連携と戦略・戦術の進化

セグメント別教育体制の実効（継続課題） 教頭３人・校長補佐２人の役割分担、学年主任のマネジメント力向上施策

新学力観への教科指導（継続課題） 教科別研修の充実、シラバス確認会・教科分析会の実施

課題 具体的な取組方法


